
２
０
１
５

き
さ
が
違
う
の
で
、
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す

「
木
育
・
森
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

が
、
選
ぶ
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
ね
。

に

参

加

松
ぼ
っ
く
り
が
決
ま
れ
ば
、
飾
り
付
け

を
考
え
、
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
を
使
い
ヤ
ケ
ド

月
７
日
（
土
）
、
８
日
（
日
）
イ
オ

に
注
意
し
な
が
ら
、
各
パ
ー
ツ
を
イ
メ
ー

11
ン
モ
ー
ル
釧
路
昭
和

サ
ン
コ
ー
ト
広
場

ジ
ど
お
り
に
接
着
す
れ
ば
完
成
で
す
。

で
、
２
０
１
５
「
木
育
・
森
づ
く
り
フ
ェ

部
品
数
が
少
な
い
、
短
時
間
で
出
来
る
。

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
手
軽
さ
が
、
お
子
さ
ん
、
親
子
連
れ

こ
の
催
し
は
、
『
木
育
の
理
念
を
基
本

に
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

と
し
た
道
民
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く

な
お
、
会
場
に
は
、
参
考
に
な
れ
ば
と

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
に
木
と

見
本
を
何
点
か
用
意
し
ま
し
た
が
、
参
加

ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
、
木
の
良
さ
、

し
た
み
な
さ
ん
は
、
見
本
以
上
の
完
成
度

自
然
の
大
切
さ
、
森
づ
く
り
の
重
要
性
な

の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
完
成
さ
せ
て

ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

い
ま
し
た
。

と
。
』
を
目
的
に
、
国
、
北
海
道
、
市
町

村
、
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
・
協
力
し
て

行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

森
づ
く
り
の
、
国
の
機
関
と
い
え
ば
、

林
野
庁
。
と
い
う
こ
と
で
、
釧
路
地
方
に

こ
ち
ら
は
、
荒
涼
と
し
た
広
大
な
山
火

所
在
す
る
林
野
庁
の
下
部
組
織
で
あ
る
根

事
跡
地
を
森
林
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
「
パ

釧
西
部
森
林
管
理
署
と
釧
路
湿
原
森
林
ふ

イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
森
づ
く
り
を

れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
出
展
し

紹
介
し
た
も
の
で
、
造
成
作
業
を
撮
影
し

ま
し
た
。

た
、
懐
か
し
い
白
黒
の
写
真
も
含
ま
れ
て

当
セ
ン
タ
ー
は
、
初
日
の

月
７
日
、

い
ま
す
。

11

松
ぼ
っ
く
り
が
主
役
の
「
ミ
ニ
ツ
リ
ー
づ

以
上
が
林
野
庁
関
係
の
出
展
で
す
が
、

く
り
」
を
用
意
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
木
製
の
ボ
ー
ル
が
た
く
さ
ん

こ
れ
は
、
松
ぼ
っ
く
り
を
、
ク
リ
ス
マ

詰
ま
っ
た
「
木
の
プ
ー
ル
」
、
超
デ
カ
「
木

ス
ツ
リ
ー
の
モ
ミ
の
木
に
見
立
て
、
細
い

製
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
等
の
木
製
遊
具
や

木
の
幹
を
輪
切
り
に
し
た
台
座
に
固
定
。

様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
「
釧
路
地
方
の

お
好
み
で
、
星
（
ビ
ー
ズ
等
）
を
付
け
た

木
材
を
活
用
し
た
木
製
品
」、「
木
育
活
動
」

り
、
雪
（
手
芸
用
の
綿
）
を
降
ら
せ
た
り

等
の
パ
ネ
ル
が
な
ら
び
、
買
物
に
訪
れ
た

と
装
飾
を
ほ
ど
こ
し
完
成
さ
せ
る
も
の
で

人
々
が
立
ち
寄
り
、
終
日
賑
わ
っ
て
お
り
、

す
。

来
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
木
の
良
さ
、

ま
ず
は
、
松
ぼ
っ
く
り
選
び
。

ま
た
、
ご
年
配
の
方
が
立
ち
止
ま
り
、

自
然
の
大
切
さ
、
森
づ
く
り
の
重
要
性
等

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

じ
っ
く
り
と
見
て
い
た
の
が
、
根
釧
西
部

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

な
ど
松
の
種
類
に
よ
っ
て
、
色
・
形
・
大

森
林
管
理
署
が
展
示
し
た
パ
ネ
ル
。

し
た
。

パイロットフォレストを紹介するパネル

お母さんといっしょにホットボンドで接着
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ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等

実
施
状
況
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
に
つ

事
業
検
討
会
を
釧
路
で
開
催

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
当
セ
ン

北
海
道
森
林
管
理
局
に
は
、
石
狩
地
域

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
「
雷
別
地
区
自
然

（
札
幌
市
）、
常
呂
川
（
北
見
市
）、
駒
ケ

再
生
事
業
」
と
「
達
古
武
地
域
自
然
再
生

岳
・
大
沼
（
函
館
市
）
、
釧
路
湿
原
（
釧

事
業
」
（
環
境
省
実
施
）
の
両
自
然
再
生

路
市
）
と
４
つ
の
「
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

事
業
地
の
実
施
状
況
等
の
説
明
及
び
意
見

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
森
林
再
生
や
森
林
環
境
教
育
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
知

床
半
島
に
は
、
「
知
床
森
林
生
態
系
保
全

セ
ン
タ
ー
」
（
斜
里
町
）
あ
り
、
貴
重
な

森
林
生
態
系
の
保
全
対
策
と
再
生
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
５
つ
の
セ
ン
タ
ー
と
北
海
道
森
林

管
理
局
が
参
加
す
る
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
等
事
業
検
討
会
」
を
、

月

日
・

11

10

11

日
、
当
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
検
討
会
は
、
「
各
セ
ン
タ
ー
が
取

と
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

り
組
ん
で
い
る
事
業
の
情
報
交
換
と
フ
ィ

活
動
の
な
か
で
培
っ
た
技
術
を
有
効
に

ー
ル
ド
の
見
学
に
よ
り
知
見
を
広
め
、
ま

活
用
す
る
た
め
、
成
功
し
た
こ
と
だ
け
で

た
、
各
セ
ン
タ
ー
の
課
題
等
を
検
討
し
て
、

は
な
く
、
失
敗
し
た
事
例
も
含
め
た
情
報

今
後
の
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
。
」
が
目

の
共
有
化
を
各
セ
ン
タ
ー
間
で
、
行
な
う

的
で
す
。

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
自
然
再
生
事

業
（
森
林
再
生
）
を
実
施
し
て
い
る
標
茶

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

町
の
雷
別
地
区
国
有
林
で
、
現
地
検
討
会

森
林
再
生
小
委
員
会

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

現
地
で
は
、
天
然
更
新
、
人
工
植
栽
の

月

日
（
金
）
釧
路
湿
原
自
然
再
生

11

20

状
況
、
防
鹿
柵
の
設
置
、
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

協
議
会

第

回
森
林
再
生
小
委
員
会
が
、

＊

月

日
（
水
）

15

12

16

の
発
生
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

釧
路
地
方
合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

釧
路
湿
原
エ
ゾ
シ
カ
対
策
検
討
会

２
日
目
は
、
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
会

た
。

議
室
で
討
論
会
を
実
施
。

森
林
再
生
小
委
員
会
は
、
釧
路
湿
原
自

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

各
セ
ン
タ
ー
は
、
所
在
す
る
地
域
の
実

然
再
生
協
議
会
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

情
に
あ
わ
せ
た
特
徴
あ
る
活
動
を
実
施
し

森
林
の
再
生
（
野
生
動
物
の
生
息
環
境
修

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告

復
を
含
む
）
に
関
す
る
実
施
計
画
と
そ
の

ご
覧
下
さ
い
。

昨年設置した防鹿柵を説明中
（派手な衣装は、狩猟期なので安全対策）

森林再生小委員会の様子
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